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研究成果の概要（和文）：文献研究では、日本の看護学生・看護師の高等教育における「根拠に基づく実践」の
位置づけ、日本語で利用可能なEBPの自己評価尺度の特定、日本の看護分野のEBPとその隣接領域の研究を明らか
にした。EBP教育介入の評価指標となるスケールとして「EBP Implementation Scale」「EBP competencies 
self-assessment」の日本語訳案の評価を行った。EBP教育介入の報告ガイドラインの翻訳、EBP教育介入の教育
プログラムの開発を行った。

研究成果の概要（英文）：A literature review identified the current status of "Evidence-based 
Practice" in the higher education of Japanese nursing students and nurses, self-report instruments 
to assess EBP available in Japanese, and research on EBP and adjacent areas in the Japanese nursing 
field. The EBP Implementation Scale and the EBP competencies self-assessment were translated into 
Japanese as a scale to evaluate an EBP educational intervention.  A reporting guideline for EBP 
educational interventions available in Japanese was opened and some EBP educational programs were 
developed.

研究分野： 臨床疫学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
日本の看護分野におけるEBPの系統的な文献研究により、今後日本でEBP研究を行うときに参照可能な知見を体系
化することができた。EBPは用語の多義性によって先行研究を特定しにくく、日本のEBP研究の知見をふまえた
EBP研究の計画の難しさの課題を改善することが期待される。EBP教育介入の報告ガイドラインの日本語訳は、国
際的な基準に基づく論文報告や研究計画の立案に寄与するだろう。EBP関連尺度の評価により、自己評価尺度の
バイアスの問題が明らかとなった。本研究で開発したEBP教育プログラムは効果検証の課題はあるが、様々なと
ころで活用可能である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 

科学的根拠に基づく実践（Evidence-based practice、以下「EBP」）は、現代の医療の基盤と
なる考え方の 1 つである。看護師の多くは、EBP に対して肯定的に捉えている一方で、EBP の
実際の取り組みの頻度が低いこと、EBP に必要な知識・スキルの自己評価が低いことが、先行
研究で報告されている。EBP の教育は、EBP を普及するための重要な方法の 1 つであり、EBP

教育介入研究も多数報告されている。しかし EBP 教育介入研究は、エビデンスの質に課題があ
り、エビデンスレベルの高い効果的な EBP 教育はまだ明らかになっていない。 

本研究に先立ち実施した EBP 教育プログラムの開発（日本学術振興会科学研究費助成事業・
研究スタートアップ支援）では、EBP 教育介入の先行研究や既存の EBP 教育の書籍や資料に加
え、教育分野の知見を参考に、シナリオベースのディスカッションを主体とした、対面式で実施
する EBP 教育プログラムを開発した。この教育プログラムは、前後比較の研究デザインで評価
し、定量的なアウトカム評価・行動変容プロセスの評価・プログラム評価を行った。教育プログ
ラムの実施前後で一定の変化はみられたが、教育プログラムの提供方法等の課題も明らかとな
った。 

そこで本研究では、先行して実施した EBP 教育研究で得られた知見をふまえて、EBP 教育プ
ログラムの修正を行い、その効果を検証するランダム化比較試験を計画した。 

 

２．研究の目的 

本研究では、臨床看護師等の EBP に関する知識・スキルの向上を目的とした「臨床看護師を
対象とした科学的根拠に基づく実践のための教育プログラム」の評価を行うことを目的とした。
この目的を達成するために、以下の研究に取り組んだ。 

(1) EBP に関する文献研究 
(2) EBP 教育介入の評価指標の検討 
(3) EBP 教育介入プログラムの開発と評価 
 

３． 研究の方法 

(1) EBP に関する文献研究 
医学中央雑誌・Pubmed 等を用いて、日本の看護師等を対象とした EBP に関する研究の文献レ

ビューを行った。 
 
(2) EBP 教育介入の評価指標の検討 

EBP 教育介入の評価指標を検討し、Melnyk らが開発した「EBP Implementation Scale」「EBP 
competencies self-assessment（臨床看護師用・高度実践看護師用）」の翻訳を行うこととした。
これらの尺度について、開発者の許可を得て日本語訳し、エキスパートパネルによる評価、およ
び、内容妥当性のするため認知インタビューを計画した。エキスパートパネルは、EBP 研究者、
看護管理の専門家、専門看護師、生物統計家等で構成された。認知インタビューの対象者は、病
院・訪問看護ステーション等の様々な所属で働く看護師で、高度実践看護師用の評価では専門看
護師、認定看護師、博士課程修了者、特定行為研修修了者、診療看護師等、多様な背景をもつ看
護師を対象とした。認知インタビューでは、日本語訳案に対する理解度・妥当性・包括性の評価
を行った。 
 
(3) EBP 教育介入プログラムの開発と評価 
①GREET E&E 2016 の翻訳 

EBP 教育介入研究の研究プロトコル作成の参考にするために、“Explanation and elaboration 
paper (E&E) for the Guideline for Reporting Evidence-based practice Educational 
interventions and Teaching (GREET) 2016”について、開発者の許可を得て日本語訳を行った。 
 
②EBP 教育プログラムの開発と評価 
本研究に先行して開発したシナリオベースのディスカッションを主体とした対面式の EBP 教

育プログラムを見直し、EBP のための文献の批判的吟味を学ぶための 8 トピックで構成される
教育プログラムを開発した。これは、教育内容を構造化したワークショップ形式の教育プログラ
ムで、2 日間、対面式で実施するものである。教育プログラムのデモンストレーションを計画し
た。また、本プログラムの開発者以外でも一定の経験・知識のある者であれば担当可能となるよ
う、当プログラムの講師・ファシリテーターの担当経験がない者に、デモンストレーションに同
行してもらい、ファシリテーターとして参加してもらった。 

しかし、本研究期間中に COVID-19 のパンデミックがあり、申請時から研究内容を変更した。
まず、ワークショップ形式の教育プログラムは、当初対面式で実施することを前提としていたが、
オンラインによるライブ配信による実施方法に変更することとした。さらに COVID-19 のパンデ
ミックの長期化等をふまえ、EBP 教育プログラムを e-learning を用いた教材のオンデマンド配



信へ変更することとした。そこで、新たに e-learning 教材の開発と e-learning システムの構築
を行い、その評価を行うこととした。 

 
４．研究成果 
(1) EBP に関する文献研究 

EBP に関する文献研究を行い、まず日本の看護学生・看護師の高等教育における「根拠に基づ
く実践」の位置づけを明らかにした。次に、EBP に関する自己評価尺度のスコーピングレビュー
では、日本語で看護師が利用可能な自己評価尺度は 9 つと少なく、EBP の多面的な側面を評価す
ることが難しい現状が明らかとなった。また日本の看護師・看護学生・看護系教員を対象とした
EBP とその隣接領域の研究のスコーピングレビューでは、「エビデンス」「根拠」といった用語を
含む文献は多いものの、EBP に関連する用語は様々な文脈・様々な意味で使われており、Sackett
らの Evidence-based Medicine に由来する定義とは必ずしも一致しないことが示唆された。な
お、このレビューで特定された文献 745 件の書誌情報は、文献リストとしてウェブサイトに公開
した。以上の 3 つの文献研究は、国内外の学術誌に採択された（出版済 2 件、印刷中 1 件）。 
 
(2)EBP 教育介入の評価指標となるスケールの翻訳 
「EBP Implementation Scale」「EBP competencies self-assessment（臨床看護師用・高度実

践看護師用）」の日本語訳の素案を作成し、エキスパートパネルを経て修正し、日本語訳案を作
成した。日本語訳案の内容妥当性の評価は、10 名の臨床看護師の協力を得て実施した。 
その結果、これらの尺度には、回答者が EBP そのものや EBP の組織的な取り組みを理解してい

なければ、回答が難しい用語が多く含まれていることが明らかとなった。その理由として、今回
翻訳した尺度が、「エビデンスに基づく実践」の専門用語に加えて、「組織的に取り組む」という
アプローチを前提とした内容が多い、「組織として／チームで、エビデンスに基づいてケアの質
を改善する」という取り組みを想定した項目で構成されているといった、尺度の特徴が影響して
いる可能性がある。本結果は、2024 年度に学会発表を行う予定である（演題採択済）。 
 
(3) EBP 教育介入プログラムの開発と評価 
①EBP 教育介入研究の報告ガイドライン GREET2016 の日本語訳、「根拠に基づく実践の教育的介
入と教育の報告ガイドライン（GREET）2016 E&E」は看護系専門誌に掲載された。オープンアク
セスで公開し、報告ガイドラインの国際的なポータルサイト EQUATOR Network に収載された。 
 
②EBP 教育プログラムの評価 
・ワークショップ版（対面／オンラインによるライブ配信） 

2 日間の小グループによるワークショップ形式のプログラムを開発し、2 回のデモンストレー
ションを行った。当プログラムの講師・ファシリテーターの担当経験がない者に、デモンストレ
ーションの同行、ファシリテーターとしての参加の協力を得て、教育プログラムの開発者以外で
も担当可能であることを確認した。 

COVID-19 のパンデミックにより対面式のプログラム実施が困難となったが、デモンストレー
ションのファシリテーターの経験者に、オンラインによるライブ配信版として同プログラムを
提供した。オンラインでも実施可能であること、ファシリテーターの経験者が同教材を使って講
師担当が可能であることを確認した。 
 
・E-learning 版（オンデマンド配信） 

8 トピックで構成したワークショップ版の教材をもとに、e-learning を用いたオンデマンド
配信による 22 モジュールで構成される教材設計・テストの開発、教材制作等を行った。補助教
材として、学習内容を概観できる学習マップ、学習者のニーズやレディネスに応じて学習コンテ
ンツを取捨選択するための学習ガイド＜学習者用＞＜教育担当者用＞を開発し、ウェブサイト
で公開した。また、教育教材をオンライン形式で提供するという利点を活かし、e-learning シ
ステムで自動的に取得できる学習ログデータを用いて学習量を定量化し、学習量とアウトカム
の関連を検討するための方法論を検討した。 

E-learning 版の評価を行うため、東海大学医学部臨床研究審査委員会に申請し、承認された。

しかし研究対象者のリクルート等が難航し、研究期間中に評価することができなかった。この e-

learning 教材を用いた研究を継続するため、新たな研究助成を受けて、現在研究実施の準備中

である。 
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